














氏名（本籍）        羅 成圭（朝鮮） 
学 位 の 種 類        博士（スポーツ医学） 
学 位 記 番 号        博甲第 7071 号 
学位授与年月        平成２６年 ３月２５日 
学位授与の要件        学位規則第４条第１項該当 
審 査 研 究 科        人間総合科学研究科 
学位論文題目        若年男性におけるタウリン摂取がレジスタンス運動後 
の骨格筋および動脈に及ぼす影響 
 
主 査                筑波大学教授 医学博士     大森 肇 
副 査            筑波大学教授 博士（医学）   宮川俊平 
副 査            筑波大学教授 博士（医学）   竹越一博 

















 本研究では、全課題において若年男性を対象とした。研究課題 1-1 では、3 日間の試合合宿にて、
起床時心拍数、体重、Profile of mood status（POMS）の値から疲労した対象を抽出し、唾液サンプ










題 3 および 4-2 では、対象をプラセボ摂取群とタウリン摂取群に分け、タウリン摂取が ECC 後の
DOMS および動脈スティフネスに及ぼす影響を検討した。  
 (結果) 
 研究課題 1：メタボローム解析の結果、疲労時には唾液中のタウリンが、非疲労時と比較して相
対的に増加した。研究課題 1-2：唾液中 sIgA 分泌速度が低下するような疲労時には、唾液中タウリ
ン濃度が増加した．研究課題 2：1 日 6g のタウリンを 2 週間摂取すると、血漿タウリン濃度が増加
することが示された。研究課題 4-1：血漿タウリン濃度は、血管内皮機能と正の相関関係、血圧と
は負の相関関係にあることが検証された。研究課題 3 および 4-2：タウリン摂取群において、運動
48 時間後の DOMS の増加が抑制された。また、タウリン摂取群において、運動 72 時間後および
96 時間後の動脈スティフネスの増加が抑制された． 
 (考察) 
 研究課題 1-1 および 1-2 の結果から、高強度運動による疲労時にはタウリン濃度が増加すること
が示された。タウリンは心機能や筋機能を向上させる作用があることが報告されていることから、
疲労時に体内で増加するタウリンは疲労に抗う生体の反応である可能性が示唆される。研究課題 3
では、タウリン摂取が ECC48 時間後の DOMS を抑制することが示され、研究課題 4-2 では、タウ
リン摂取が ECC72 時間後および 96 時間後の動脈スティフネスの増加を抑制することが示された。















平成 26年 1月 16日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
